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はじめに
福井県地質図２０１０年版（福井県，２０１０）が公刊され，県内外の多くの事業所や研究者によって活用
されている．この地質図では福井県全域が塗色されてはいるが，しかしながら，地域によって地質調
査の粗密が存在する．地質に関する知見は日進月歩であり，粗な部分を再調査したり，未調査地域の
調査が行われたりすると，部分的な改訂が必要となる場合がある．たとえば，２０１０年版編集時点では
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銀杏峰・部子山の南域で福井県大野市と池田町の境界付近（以下巣原－水海地域）の地質の本格的な
調査は，一部を除いて，ほとんどなされていなかった．最近この部分の調査がほぼ完了した．また，
福井県の地質を理解するために，隣県との県境部分の地質情報が一体化されていた方が都合のよい場
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合もある．たとえば，福井県 冠山 －金草岳北麓の地質は南麓の地質と一体不可分であり，全体の地
質構造を理解するためには，冠山－金草岳地域の岐阜県側の地質のデータは大変有効である．一方，
ソマヤマ
南越前町杣山地域では新しい林道が敷設され，それにより従来考えられたチャートの分布に修正を加
える必要が生じた．また，小地域であるため，地質図として表現されるには至っていない地区の地質，
たとえば林道沿いの路線地質の情報にも福井県の，そして中部地方の地質発達過程解明に大きく寄与
するデータが含まれている．
ここでは，２０１０年版地質図公刊後に判明した新事実や２０１０年版では割愛された福井県隣接地域の地
質について，簡単な考察を加えて，２０１０年版追補Ⅰとして公表する．本報告では，巣原－水海地域と
サラガワ
冠山－金草岳地域それに杣山地域の地質図を提出し，さらに，勝山市皿川に沿うルートの地質路線図
も提示する（図１）．
１．巣原－水海地域
この地域は九頭竜帯と呼ばれる福井県下の飛騨外縁帯の西方延長部（以下九頭竜帯と記す）に当た
る．近くには美濃帯（服部・吉村，１９７９，１９８２）や超丹波帯の地層（梅田・服部，１９８７：梅田，１９９６：
梅田ら，１９９６）や，宇奈月帯に相当すると考えられる地質（梅田ら，２００８：Tazawa et al.,２０１０）も分
布し，全体の地帯構造を考察する上で重要な地域である．この地域で，福井県地質図公刊後の調査に
より，従来の調査報告で示された地層分布とは異なる点がいくつか判明した．
巣原－水海地域の東部の地質解析は２０００年以降に急速に進み，いくつかの優れた研究（大野・竹
内，２００１：栗原，２００３：大藤ら，２００４）や総説（田沢，２００４：束田ら，２００４）が公表されている．以
下では，主に２０００年以降の研究にしたがってこの地域の地質を概説する．今回報告する巣原－水海地
域に出現する地質体（図２）の層序については，不明な点もあるが，著者の私見も含めて現時点では，
福井県地質図２０１０年版の説明書に述べられた地層分類と記載は基本的には受け入れられると考えられ
るが，以下に記すように２，３付け加えるべき点もある．
クモカワ ア キ ウ
雲川層（河合ら，１９５７：大村，１９６８）と秋生層（大野・竹内，２００１）は真名川上流地域に狭く分布
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する．雲川層は泥岩を主とし，石灰岩と苦
鉄質火山岩類も挟む．石灰岩から腕足類や
コケ虫の化石が見つかっているが地質時代
確定には至っていない（小林，１９５４）．秋
生層は珪長質凝灰岩と石灰岩を主とする地
層である（大野・竹内，２００１）．本層からも
化石は見つかってない．両層は大野市中島
ホウキョウ ジ
近くの雲川下流から宝慶寺にかけて北北
西方向に分布する．雲川層も秋生層も周囲
の地層とは断層関係である．両層の間の関
係も全く不明である．しかし，変形の程度
と分布の方向が似ており，近縁性があると
思われる．両層中には多数の小規模鉱化体
が存在し，かつては採掘されていたが，現
在ではすべて採掘休止・廃止になっている．
ヌ ク ミ
温見層（福井県，２０１０）は調査地域南部
に分布する砂岩が卓越する地層である．大
村（１９６８）は本層を秋生層に含め，束田ら
（２００４）は左門岳層に含めている．温見層
の砂岩は中粒で風化すると茶色になってい
る．薄い頁岩と互層する．左門岳層の砂岩
は中粒であるが，風化して白茶色を示し，
ややアルコース質である．秋生層は黒色砂岩が多く，グレイワッケ質である．これらの岩相上の特徴
と分布域の違いから福井県（２０１０）を踏襲し，温見層として独立させておく．本層は西方に分布する
ヒガシマタ
砂岩主体の東俣層（福井県，１９６９：中屋・斉藤，１９８６）と分布や岩相が類似し，対比可能かも知れ
ない．
地質図に示された手取層群の大半は九頭竜亜層群に含められる（山田ら，１９８９）．図２において手
取層群中の×印は凝灰角礫岩の露出地点を示し，この地域の手取層群中の鍵層として扱われる．鍵層
モ ト ド
の分布から，手取層群は北に開いた向斜構造をなしていると判断される．本戸層［大村（１９６８）と大
野・竹内（２００１）では本戸累層］はほぼ東西に延びた赤色礫岩・砂岩を中心とする地層である．本戸
層の堆積年代を示す化石は見つかっていないが，本層中の花崗岩礫から２００Maの年代が報告されて
いる（Ono et al.,２００３）．
調査地域内で野尻層群に対比される地層は雲川の一支流の巣原川の左岸にそって狭長に分布してい
る．２０１０年版地質図では温見層として塗色されている．この地域の野尻層群は珪長質凝灰岩（一部に
珪化・ドロマイト化した蛇紋岩を含む）を主とし，新鮮な部分は白色から淡緑色であるが，風化する
と赤茶色になる．全体に塊状であり，層理は認められない．淡緑色の細脈が数多く発達する．石灰岩
コノキダニ
塊を伴う．調査地域外の東部においては，珪長質凝灰岩は野尻層群の此木谷層中に存在しているので，
オグラダニ
巣原川沿いの珪長質凝灰岩も此木谷層に対比できるであろう．この地域には小椋谷層や，他地域の此
木谷層に含まれるといわれている苦鉄質岩は認められない．
ア ス ワ
この地域には白亜紀末に足羽層（Tsukano and Miura,１９５９）の堆積があった．足羽層は池田町地区
サ ラ オ ド ア イ
では皿尾層や土合層（Matsuo,１９６２），大野市巣原地区では巣原層と呼ばれている（福井県，１９６９，２０１０）．
本層は流紋岩質の砕屑物やチャート礫，正珪岩礫を含む粗粒な浅海成砂岩と頁岩からなる．足羽層は
中部地方に広く分布する濃飛流紋岩との関係が深く，多くの場所で濃飛流紋岩の直下に分布する．図
２の地質図において，足羽層と塗色された部分の一部には濃飛流紋岩が含まれる．
足羽層を被覆して西谷流紋岩（河合，１９５６：大村，１９６８），そして全体を被覆して中新世安山岩や
図１．インデックスマップ．図２は巣原－水海地域，
図４は冠山－金草岳地域，図５は杣山地域，図
６は皿川地域の調査路線．
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イ ト ウ
安山岩質砂岩・礫岩からなる糸生層（三浦・東，１９７４：吉川，２００６）が分布する．西谷流紋岩は溶結
凝灰岩質であり，新鮮な場合は赤紫，風化すると緑色を呈する．近くの西谷流紋岩からは漸新世から
中新世初期のフィッショントラック年代が報告されている（中島ほか，１９８３）．この地域の安山岩は
安山岩質溶岩と安山岩質凝灰岩・凝灰角礫岩を主体とするが，銀杏峰の南の本岩には細粒で完晶質（閃
緑岩質）な部分も存在する．荒島岳近くの安山岩からは２０Maという年代値が報告されている（富岡
ほか，１９８７）．
この地域には温見断層（活断層研究会，１９９１），巣原断層（新称），それに宝慶寺断層（活断層研究
会，１９９１）という地形に明瞭に表現される断層が存在し，地域の地層や火成岩は著しく破断を受け，
さらに水平的にも垂直的にも変位を受けている．そのため，いくつかの場所で地すべりが起きている
（黒田・橋本，１９６８：吉川，２００６）．地質図には特に大規模な地すべり堆積物が塗色されている．な
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かでも美濃俣川沿いの地すべりは１９５９年に発生した大規模地すべりであり，“美濃俣地すべり”とし
て名高い．
オオクモダニ
この地域には２種類の花崗岩が存在する（大野・竹内，２００１：山田ら，１９８９）．一つは大雲谷と雲
川ダムサイトに分布する閃緑岩質花崗岩ないし花崗閃緑岩類で，場所によっては片麻状組織を有する．
花崗閃緑岩は淡赤色の長石を含む．本岩は古期花崗岩に属すると思われる．他の一つは銀杏峰の北に
分布する花崗岩で比較的新鮮である．本岩は雲川層や手取層群に熱変成作用を与えている．淡赤色の
長石を含まない．本岩は中部地方に広く分布する白亜紀後期の花崗岩の一部であろう．
巣原断層に沿っていくつかの石灰岩塊が露出する．例えば，雲川ダムサイトの東の山の中，ダムサ
カ ノ マ タ
イトの西壁，その北西側，巣原峠東，それに彼之又川に出現する．中でも彼之又川の石灰岩のサイズ
は比較的大きい（図３）．これらの石灰岩のうち雲川ダムサイト西壁の石灰岩は灰色で比較的不純物
の少ない石灰岩である．一方，その他の石灰岩は濃褐色の不純物や珪長質岩を伴っている．いずれに
してもこれらの石灰岩の帰属は全く不明である．
断層
本地域には数多くの断層が発達する．その中で，地質断層の多くは詳細な議論ができない．例えば，
秋生層と雲川層の境界，雲川層と手取層群の境界，古期花崗岩と本戸層の境界，東俣層と南条山地中
生層の境界などがそれらである．一方，活断層とされている雲川ダムの南方から北西に延びる温見断
ヘイケダイラ
層，それに平家平北方から西北西に延びる巣原断層については地形的にも露頭でもその存在は明らか
である．
ネ オ ダ ニ
温見断層は根尾谷断層系あるいは濃尾地震断層系（吉岡ら，２００１）の北西端に位置し，１８９１年の濃
尾大地震の際に活動した（松田，１９７４）．調査地域内でも地形的にも明瞭に現れ，水海川上流の支流
クマノコ クマコ
の美濃俣川，熊河峠，それに今は廃村となった熊河集落の北を通っている．この断層の破砕帯は比較
的狭く，活動年代が新しいことを意味する．この断層については旧温見集落でトレンチ調査が行われ
ている（吉岡ら，２００１）．
一方，巣原断層については最近の活動は認められないが，温見断層よりはるかに幅広い破砕帯を有
し，地層分布の境界となっている．この断層は平家平の北端，旧巣原集落，巣原峠，それに水海川の
一支流である彼之又川に出現し，さらに北西方向では温見断層と交差している（温見断層により切断
され変位を受けている）．おそらく温見断層により変位を受ける以前は水海川の低地が巣原断層の延
長部であったと考えられる．この断層の破砕帯は平家平北東端の川の中，巣原峠東側，彼之又川，そ
れに彼之又川西に露出する．著しく粘土化された軟弱物が幅５０ｍから１００ｍに渡って出現する．巣原
サソウガワ
断層は，東方では笹生川断層や秋生断層に接続すると考えられている（黒田・橋本，１９６８）が，中新
世の安山岩などの分布により断層の延長部が不明確になっている所がある．
温見断層や巣原断層との関係は不明であるが，両断層の交差する地域（旧美濃俣集落から彼之又川
の間）の渓谷に幅数１０ｍ以上の黒色破砕帯が出現する．
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時代未詳の石灰岩
この地域の地質で，最も大きな問題は巣原断層に沿って分布する石灰岩塊の位置づけである．石灰
岩塊からは化石を見つけていないので年代の面からの対比はできない．この地域で石灰岩を有する主
な地層は野尻層群と秋生層である．雲川ダムサイトの石灰岩は，南側で本戸層や古期花崗岩と，北側
で野尻層群と接している．彼之又川では温見層と接している．すなわち位置的には北側に野尻層群，
南側に，間に巣原断層を挟んで本戸層，温見層，それに古期花崗岩というように配置されている．巣
原断層の南側（雲川ダムサイト）の石灰岩や平家平北東の石灰岩は野尻層群のメンバーとしてもおか
しくない．一方彼之又川沿いの石灰岩は南側では温見層と接しており，本戸層の南に野尻層群が分布
し，その中に石灰岩が含まれているという九頭竜帯の全体的位置関係からやはり野尻層群のメンバー
と考えてもおかしくない．
野尻層群や本戸層，それに古期花崗岩は九頭竜帯を構成する主要メンバーであるので，彼之又川の
石灰岩が秋生層あるいは野尻層群のメンバーであるということになれば，九頭竜帯は少なくとも彼之
ミ ヤ マ
又川までは追跡できるといえる．その西方で石灰岩が出現する地点は福井市美山地区の足羽川（梅田
カ ナ ヤ テンノウガワ オオヒラヤマ オオムシ ヨ コ ネ
ら，２００８），福井市金谷の天王川（伊藤，１９９４），それに越前市大平山，大虫それに横根で見つかって
いる石灰岩（福井県，１９８４）である．このうち美山地区の石灰岩については化石年代が石炭紀末と判
明しており（Tazawa et al.,２０１０），野尻層群の石灰岩とはやや年代が異なる．越前市大平山，大虫そ
れに横根の石灰岩は古期花崗岩による熱変成を受けており鑑定可能な化石は知られていない．福井市
金谷の石灰岩は比較的変成度は低く，緑色岩あるいは珪長質火山岩を伴っている．緑色岩や珪長質火
図３．水海地域のうち，美濃俣地区の地質路線図
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山岩を伴う点は野尻層群中の石灰岩と類似するが，詳細は不明である．結論的には，野尻層群中の石
灰岩の北西延長部として福井市金谷の石灰岩が候補としてあげられ，福井市美山地区の石灰岩は九頭
竜帯のうち比較的変成度の高い部分（宇奈月帯？）の可能性があり，越前市に散在する石灰岩につい
ては，広い意味で九頭竜帯のメンバーであると思われるが，詳細な議論をするには至らない．
マ ナ ガ ワ
福井県大野市真名川より東の地区における飛騨外縁帯の構成や分布については束田ら（２００４）に付
け加えるべき点はない．今回報告した真名川以西の九頭竜帯の様子，それに福井県内に散点的に出現
する石灰岩などから次のように言えるかもしれない．非変成ないし低変成岩からなる狭義の飛騨外縁
帯（九頭竜帯）は地質図（図２）に示した範囲に存在する．地質図の西外側範囲の大平山，大虫，金
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谷，美山，それに勝山市新道，北野津又（第４章で紹介）に露出する中程度に熱変成を受けている石
灰岩などは広義の飛騨外縁帯のメンバーであり，大部分が宇奈月帯に属するものであろう（金谷の石
灰岩は狭義の九頭竜帯のメンバーかもしれない）．超丹波帯は吉野瀬川断層の南側にほぼ東西に分布し，
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干飯崎でやや北西方向に延長している．南条山地中生層は超丹波帯の南側に広く分布している．
２．冠山－金草岳地域
福井県と岐阜県の境界である冠山－金草岳地域は服部・吉村（１９７９，１９８２）や服部・阪本（１９８９）
により調査され放散虫化石の年代なども報告されている（伊藤・白竹，１９８０：伊藤・松田，１９８０）．
この地域の福井県側の標高８５０ｍより低い山々や谷沿いには服部・吉村（１９８２）が春日野相と呼んだ
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混在岩相（メランジェ）が分布している．笹ヶ峰・金草岳・冠山・若丸山，それに釈迦嶺など標高
１２００ｍを超える県境部は服部・吉村（１９８２）が高倉相と呼んだ中粒～粗粒砂岩層と層状チャートから
なる整然相が分布している（図４）．さらに南には再度混在岩相に含まれる緑色岩が出現するので，
阪本・服部（１９９９）は春日野相（混在岩相）の上に高倉相（整然相）が乗り上げていると解釈した．
この地域の整然相は，上述のように，砂岩とチャートを主体とし，その中に少量の赤色頁岩や緑色
頁岩が分布している．赤色頁岩にはマンガンノジュールが伴われることがある．これらのマンガンノ
ジュールの放散虫年代については服部・吉村（１９８２），服部（１９８８），服部・阪本（１９８９）を参照され
たい．本地域の砂岩主体相は東方の左門岳層の西方延長とみなされているが，左門岳層には含まれな
いチャートが多く含まれている点で相違点もある．
域内のほとんどの地層は高角度で南斜したり北斜したりし，露頭ごとでの地層の上下も定かではな
い．また，個々の地層の上下が決まったとしても，システマティックな褶曲構造を描くことはできな
い．層序的には，チャート，頁岩，砂岩，礫岩という順に堆積している可能性が高いので，それらの
分布から冠山北斜面・南斜面の構造が解釈され，褶曲構造が推定されている（阪本・服部，１９９９）．
金草岳から笹ヶ峰，それに釈迦嶺にかけての地区では，地質構造を明確に表現するには至らないが，
側方連続性のよいチャート層が接近したり，離れたりしているので，チャートの分布は向斜か背斜に
よる地層の繰り返し，あるいは地層面にほぼ平行な断層による地層の繰り返しが推定される．この地
域には金草岳断層や笹ヶ峰断層それに揖斐川断層の活断層が存在し，断層による横ずれ変位が認めら
れているが（活断層研究会，１９９１：吉岡ら，２００３：小松原，２００６），この地域全体の地層の分布を大
極的に見ると北に凸の弧状を描いており，梶田（１９６４）が述べた「根尾の対曲」を示す．
３．杣山地域
この地域はチャートを主体とする山塊であり，何度も地質調査が行われてきた．チャートが作る険
しい嶺は調査困難であるが，その一方で，地形図上でも景観的にもチャートの存在が明らかであり，
それらをつなぐという手法で地質図が作られてきた（今庄町誌編さん委員会，１９７６：西田，１９６２：吉
村ら，１９８２：阪本・服部，１９９９）．険峻な地形のため踏査が困難であったが，最近杣山南西側で作業
用の林道が開設され，新たな露頭が出現するのみならず調査困難な地点の踏査が可能となった．新し
ヤ オ ト メ
い林道沿いの調査により，かつて東西に分布するとみなされた八乙女集落北側のチャートは八乙女の
西側で切断され，それ以西には存在しないことが明らかになった．この事実から，この地域のチャー
服部 勇
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トの走向方向の連続性に疑問が生じ，そのため新たに急勾配の沢の幾つかの踏査を行った．新事実の
多くは，従前の地質分布図の小修正で網羅されるが，一部については比較的大きな修正が必要となっ
た．現地調査により得られた地層の分布を見ると，地層の傾斜がかつて考えられたように直立に近い
のではなく，４０°から６０°程度であり，そのため急勾配である地形との関係で地層が大きく湾曲する
ように分布していることが判明した．それにより，福井県地質図２０１０年版（福井県，２０１０）の一部修
正が必要となった．新規のデータを加味した地質図を図５に示す．
この地域の地質は南西部には緑色岩を含む混在岩相が分布し，その北東側の大部分の地域には厚い
チャートと頁岩・砂岩が分布する．量的には砂岩より頁岩が多い．チャートは厚く，分布からは数
１０ｍから１００ｍ以上の厚さを持つ．厚いチャートは５層存在する．もっとも南西側のチャートは上述
したように分布が途中で途切れる．地層の走向は東西である．一方，北東側の３つのチャート層は走
向が北西－南東である．杣山の頂上を形成するチャートは，厚く，４００ｍ以上の厚さを有するように
見える．このチャートは内部に珪質頁岩を不連続に含んでおり，単一のチャート層ではない可能性も
ある．このチャートは北東側に傾斜しており，地質図学的に見ると杣山荘（図５の地質図の地点Ａ近
く）の地下に延長部が存在すると想像されるが，杣山荘の温泉掘削ボーリング資料（掘削深度１０００ｍ）
には，厚いチャートは存在せず，このチャートは杣山荘の地下までは連続していない．このチャート
の北西側延長は調査地域北西端の珪石採石場のチャートと接続しそうであるが，厚さが異なっている
ので断定はできない．調査地域内でもっとも北東で北西－南東に延びるチャートは地質図内でも連続
しており，さらに杣山荘の温泉掘削ボーリングからも確認できる．
レンコウボウサン シノセヤマ
日野川を挟んだこの地域の西側には連光坊山や四瀬山が存在し，そこには広くチャートが分布して
いる．このチャートについて阪本・服部（１９９９）は，チャートからなる山塊の下部に分布する混在岩
図５．杣山地域の地質図
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相との間には不連続面が存在し，連光坊山などのチャートは根無しであると考えている．杣山地域の
チャートも根無しである可能性がある．特に南西部の八乙女集落に分布するチャートは根無しであろ
う．
４．勝山市皿川地区
サラガワ
小西（１９５４）により飛騨帯内の帰属不明古生層として紹介された勝山市西部の皿川（小西の記述で
図６．勝山市皿川中流域の地質路線図
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シンドウ
は新道）の地層は九頭竜帯あるいは宇奈月帯の延長を考える上で重要であるので，この地域も簡単に
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調査した．その結果，新たに同類の地質体を２箇所で確認した．かつて小西（１９５４）は福井県石徹白
村（現在は岐阜県郡上市白鳥町石徹白地区）の古生代石灰岩を調査し，石炭紀紡錘虫年代などを報告
した．その際に飛騨帯内に分布する帰属不明な弱変成岩の一つに福井県勝山市新道（皿川渓流の中
流）に露出する地層を紹介した．福井県と石川県の県境にそびえる大日山から流れ出る皿川は勝山市
市街地で九頭竜川に合流する．皿川の中流では古期花崗岩や閃緑岩に囲まれて，堆積構造が明瞭な砂
岩や頁岩（写真１）のほかにチャート・石灰岩の互層（写真２）が散点的に分布する（図６）．熱的
変成作用を受けているが，飛騨片麻岩とは組織・鉱物組成が全く異なり，強いて帰属先を探すとすれ
ば，福井市美山地区の変成石灰岩と同じく変成した九頭竜外縁帯（宇奈月帯）が候補となる．
皿川のやや東の勝山市北野津又の林道沿いに存在する石灰岩はチャート・石灰岩の互層であるが，
写真１．勝山市皿川中流域に露出する変成砂岩・頁岩互層．平行葉理が残されている．
写真２．勝山市皿川中流域に露出するチャート・石灰岩の互層．褶曲している．石灰岩は珪灰石化し
ている．写真に写っている岩塊は転石であるが，この場所には多くのチャート・石灰岩互層
が露出している．
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著しく熱変成を受け珪灰石化している．この露頭ではかつて石灰を採取していた．現在のところ北野
アラドチョウ オオツキ
津又より東の地域には石灰岩は見つかっていない．皿川より西では，勝山市荒土町や永平寺町大月な
どにはかつて採石した石灰岩の露頭が存在する．それらは熱変成を受けているが，変成の程度は飛騨
片麻岩帯中の石灰岩よりは低度と思われる．全体的には宇奈月帯に含めるのがよいであろう．
謝 辞
この報告をまとめるに当たり，福井大学地学教室の山本博文教授及び福井市自然史博物館の梅田美
由紀学芸員からは多くの支援を受けた．記して感謝する．
文 献
福井県，１９６９：１５万分の１福井県地質図幅および同説明書，１１７ｐ．
福井県，１９８４：土地分類基本調査「江・梅浦」．５３ｐ．
福井県，２０１０：福井県地質図及び同説明書（２０１０年版）．（財）福井県建設技術公社，１７３ｐ．
服部 勇，１９８８：福井県南条山地多留美川上流のマンガンノジュールからの放散虫と美濃帯北西部の
構造的位置づけ．福井市郷土自然科学博物館研究報告，３５号，３５－１０１．
服部 勇・阪本直樹，１９８９：福井県南条山地冠山―金草岳地域の地質とそこにおけるマンガンノジュ
ール中のジュラ紀放散虫について．福井市立郷土自然科学博物館研究報告 ３６号，２５－７９．
服部 勇・吉村美由紀，１９７９：美濃帯北西部南条山地における古生代緑色岩・石灰岩を含む地層の産
状と分布．福井大学教育学部紀要 ２９号，１－１６．
服部 勇・吉村美由紀，１９８２：福井県北西部南条山地における主要岩相分布と放散虫化石．大阪微化
石研究会誌，特別号 ５，１０３－１１６．
今庄町誌編さん委員会，１９７９：福井県今庄町誌．１５２４ｐ．
伊藤政昭，１９９４：丹生山地北東部―天王川流域に露出する石灰岩について（予報）．福井市自然史博物
館研究報告 ４１号，５－９．
伊藤政昭・松田哲夫，１９８０：美濃帯北西部南条山地から、トリアス紀－ジュラ紀型放散虫化石－トリ
アス紀型コノドント化石の発見．福井市郷土自然科学博物館同好会誌、２７号，７－１２．
伊藤政昭・白竹武夫，１９８０：福井・岐阜県境冠山周辺の“古生層”の放散虫化石による再検討－トリ
アス紀－ジュラ紀型の放散虫化石の産出－．福井市郷土自然科学博物館同好会誌，２７号，１－６．
梶田澄雄，１９６４：揖斐川上流地域の地質．岐阜大学学芸学部研究報告，３，１９２－２０１．
活断層研究会（編集），１９９１：新編・日本の活断層―分布図と資料―．東京大学出版会，４３７ｐ．
河合正虎，１９５６：飛騨山地西部における後期中生代の地殻変動．地質学雑誌，６２，５５９－５７３．
河合正虎・平山 健・山田直利，１９５７：５万分の１地質図幅「荒島岳」，および同説明書．地質調査
所，１１０ｐ．
小林 学，１９５４：福井県大野郡西谷村付近の地質．東京教育大学地鉱研報，３号，３５－４２．
小西健二，１９５４：福井県石徹白村の古生層．地質学雑誌，６０，７－１７
小松原 琢，２００６：中部地方・両白山地西部の右横ずれ断層．地質調査研究報告，５７，２２９－２３７．
栗原敏之，２００３：飛騨外縁帯九頭竜湖―伊勢川上流地域における中部古生界の層序と地質年代．地質
学雑誌，１０９，４２５－４４１．
黒田和男・橋本尚幸，１９６８：能郷白山周辺地域の山くずれ分布と地質との関係について．防災科学技
術総合研究報告，No.１５，３－１７．
松田時彦，１９７４：１８９１年濃尾地震の地震断層．東京大学地震研究所速報，１３号，８５－１２６．
Matsuo, H., 1962 : A study on the Asuwa Flora (Late Cretaceous age) in the Hokuriku District, Central Japan.
Sci. Rept. Kanazawa Univ., no.８，１７７－２５０．
三浦 静・東 洋－，１９７４：北陸積成区における中新統に関する諸問題．福井大学教育学部紀要，
Ⅱ，２４号，１５－２５．
福井県内のいくつかの地域の地質 その１：巣原－水海地域，冠山－金草岳地域，杣山地域
―１１―
中島正志・森本祐一郎・鈴木由紀江・渡邉 勇・三浦 静，１９８３：福井県第三系のフィッション・ト
ラック年代．福井大学教育学部紀要，３３号，５３－６５．
中屋義雄・斉藤正直，１９８６：福井県池田町に分布する東俣層について．福井市郷土自然科学博物館研
究報告，３３号，１１－１７．
西田一彦，１９６２：福井県南条山地の地質．地学研究，１３，４０－４６．
大村明雄，１９６８：福井県西谷村付近に分布する本戸累層の堆積学的研究．地質学雑誌，７４，２１７－２３１．
大野研也・竹内 誠，２００１：飛騨外縁帯，本戸累層の堆積層と礫種構成．地質学雑誌，１０７，４８１－４９５．
Ono, K., Takeuchi, M., and Suzuki, K., 2003 : CHIME zircon ages of granodiorite clasts from the Motodo For-
mation, Hida−Gaien Belt, central Japan. Jour. Geol. Soc. Japan,１０９，２５７－２６６．
大藤 茂・丹羽正和・束田和弘・青山正嗣・松本孝之，２００４：飛騨外縁帯九頭竜地域の剪断帯群 概
報 ＜特集＞飛騨外縁帯研究の進展と展望．地質学雑誌，１１０，５９８－６０７．
阪本直樹・服部 勇，１９９９：野外調査から見た福井県南条山地の中生代堆積岩類の地質構造．福井市
自然史博物館研究報告，４６号，６５－７６．
田沢純一，２００４：飛騨外縁帯の古生代～中生代テクトニクスに関する従来の研究と今後の課題．地質
学雑誌，１１０，５６７－５７９．
Tazawa, J., Anso, J., Umeda, M., and Kurihara, T., 2010 : Late Carboniferous brachiopod Plicatiferina from
Nishiamada, Fukui Prefecture, central Japan. Jour. Geol. Soc. Japan,１１６，５１－５４．
富岡伸芳・棚瀬充史・清水 智・石渡 明，１９８７：福井県荒島岳コールドロンの地質．火山，第２
集，３２，３７３．
束田和弘・竹内 誠・小嶋 智，２００４：飛騨外縁帯の再定義 ＜特集＞飛騨外縁帯研究の進展と展望．
地質学雑誌，１１０，６４０－６５８．
Tsukano, Z. and Miura, S., 1959 : On the upper Cretaceous formation and related some problems in the western
part of the Hida Plateau, Japan. Mem. Fac. Lib. Arts, Fukui Univ., no.９，１２３－１３７．
梅田美由紀，１９９６：福井県南条山地北端に分布する超丹波帯相当層の産状．福井市自然史博物館研究
報告，４３号，２１－３４．
梅田美由紀・服部 勇，１９８７：福井県越前町高佐地区に分布する砕屑岩から見出された二畳紀放散虫．
地質学雑誌，９３，１１９－１３２．
梅田美由紀・田賀秀子・服部 勇，１９９６：福井県南条山地北縁部の砕屑岩から二畳紀放散虫化石の発
見とその地質学的意義．地質学雑誌，１０２，６３５－６３８．
梅田美由紀・安曽潤子・服部 勇，２００８：福井市西天田において見つかった含化石石灰岩および含ザ
クロ石砕屑岩とその意義．地質学雑誌，１１４，５８７－５９０．
山田一雄・丹羽 茂・鎌田雅道，１９８９：福井県九頭竜川上流地方の手取層群の層序と岩相変化．地質
学雑誌，９５，３９１－４０３．
吉岡敏和・粟田泰夫・下川浩一・石本裕己・吉村実義・松浦一樹，２００１：濃尾地震断層系・温見断層
の活動履歴調査．活断層・古地震研究報告 No.１，９７－１０５．
吉岡敏和・粟田泰夫・佐々木俊法，２００３：揖斐川断層の完新世における活動履歴－岐阜県藤橋村にお
けるトレンチ調査結果．活断層研究，２３，６３－６８．
吉川敏之，２００６：福井県大野市南方，平家平付近の第三系と地すべり．地質調査研究報告，５７，１２１
－１２６．
吉村美由紀・木戸 聡・服部 勇，１９８２：福井県南条山地今庄地域におけるスタイロライトチャート
および放散虫化石．福井大学教育学部紀要，３１号，６５－７７．
服部 勇
―１２―
